
子 ども司 書 新 聞
冬休みの活動は「本の修理」！
12月 26日（土）に、本の修理をしました！
午前の部10人、午後の部8人が活動しました。

〈編集後記〉講座で勉強した修理のやり方はほとんど忘れていたけれど、セロハンテープを使わないこ

とはばっちり覚えていましたね。積極的に質問して作業していました。おつかれさまでした！

令和３年1月８日発行

第4２号

ボンドで修理
ページがはずれたり、背が取れたりしていると

ころに、少しうすめたボンドをぬります。ぬり

すぎないようにはけで少しずつ付け、ずれない

ように本体にくっつけます。最後に紙同士がく

っつかないようにツルツルの紙をはさみます。

補修用テープで修理
ページがやぶけたりしているところに補修用のテ

ープをはります。やぶれの大きさにあわせてテー

プを切り、もとどおりにはりあわせます。ボロボ

ロのカバーはテープをはりあわせて、カバーがあ

るかのように直します。

こわれすぎて…
ボンドとテープ、両方使わなければ直せない本

がありました。1冊直すのに時間がかかりまし

たが、どうやればいいのか、

聞きながら

挑戦していました。

背タイトルをつける
日焼けして文字がみえにくくなった本の背タイト

ルを印刷し直し、同じようにはりつけるという作

業もしました。


